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前
建
設
課
長
（
襯
之
引
）
死
去

　
役
場
の
前
建
設
課
長
、
井
之
川
福
．

さ
ん
（
四
卜
重
）
が
、
出
張
中
の
交

通
事
故
で
昨
年
四
月
か
ら
人
院
し
て
い

ま
し
た
が
、
六
月
卜
八
日
未
明
、
中
央

総
合
病
院
（
長
岡
）
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
井
之
川
さ
ん
は
、
昭
和
．
．
。
卜
。
．
．
年
か

ら
役
場
職
員
と
し
て
活
躍
し
て
き
ま
し

た
。
社
会
課
長
、
建
設
課
長
等
を
歴
任

し
ま
し
た
が
、
な
か
で
も
建
設
課
の
仕

事
を
ト
八
年
間
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
限
り

な
き
追
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

き、◇
伸
び
る
た
め
に
は
す
く
た
ま
ら
な
け

　
れ
ば
な
ん
ね
え

◇
判
官
び
え
き

◇
人
が
頼
め
ば
い
ん
（
犬
）
も
ク
ソ
喰

　
わ
ず

◇
人
を
呪
わ
ば
穴
．
畠
つ

◇
ド
ヂ
な
考
え
し
な
い
が
ま
し

◇
魔
が
さ
す

◇
実
も
フ
タ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥

　
ね
え

◇
持
っ
た
根
生
死
迄

新
し
い
図
書
が
入
り
ま
し
た

h
と
ふ
る
さ
と
の
文
学
全
集
1
～
15

日
本
野
外
植
物
図
譜
1
～
7

幕
末
明
治
の
群
像
1
～
8

鳴
門
秘
帖
1
～
3
　
吉
川
英
治

ヂ
育
て
ご
っ
こ
　
．
．
一
好
京
．
．
一

朝
は
だ
ん
だ
ん
兄
え
て
く
る

い
ち
ば
ん
星
　
結
城
亮
．

サ
カ
ナ
戦
争
　
毎
日
、
新
聞

渇
愛
L
・
ド
　
丹
羽
文
雄

冴
存
の
証
明
　
森
村
誠
、

そ
の
他
数
冊
購
人
。

‡
‡
季
◎
‡
‡
‡
‡
◎
‡
全
畢
？
手
？
§
全
き
‡
‡
‡
季
？
‡
重

村
の
こ
と
わ
ざ

　
　
　
　
　
　
4
籾

◇
弱
り
目
に
タ
タ
リ
目

◇
足
も
と
か
ら
鳥
が
と
び
凱
つ

◇
相
見
圧
い

◇
．
姫
、
天
郎

◇
犬
も
喰
わ
ね
え

◇
犬
畜
生
に
も
劣
る

◇
う
し
ろ
髪
を
引
か
れ
る
様

◇
小
田
原
評
議

ひ
鬼
の
カ
ク
ラ
ン

◇
カ
ラ
ス
の
行
水

◇
き
ん
か
へ
つ
ん
ぼ
）
の
早
耳

◇
腐
っ
て
も
鯛

◇
コ
ッ
テ
牛
の
様

　
　
　
　
　
　
　
　
◇
．
．
、
鉾

　
定
夫
採
集
　
　
し

◇
出
さ
ん
な
ヘ
ラ
（
舌
）

　
え

◇
ヂ
塩
に
か
け
る

◇
茄
ヂ
畑
へ
と
び
出
す

◇
西
も
東
も
分
か
ら
な
い

◇
ね
じ
れ
る
に
も
要
が
あ
る

◇
八
方
塞
り

　　◇◇　　　　の　　　　　る
しタピ三　　 匿1乳　　　
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人
生
往
来

◎
産
声

齋
藤
み
ど
り
　
　
馨
　
爾

藤
ノ
木
か
ほ
る
　
秀
　
．

樋
口
陽
ヂ
　
富
雄

岡
村
百
合
ヂ
　
　
、
　
夫

小
林
美
佐
ヂ
　
　
勇

中
里
文
芸
六
凋

▽
俳
旬

更
衣
慣
れ
ぬ
朝
風
肌
礁
繍
灘

棚
田
水
目
半
輪
に
蛙
瞭
裟
舗
㎜

人
消
え
て
行
く
慧
獺
・

た
づ
ぬ
れ
ば
欝
雛
灘
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
懸

鉄
線
花
庭
よ
ぎ
る
老
煮
．
，
、

　
　
　
　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諾
欝
欝
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘
耀
郷

　
灘
襟
遡
鎌
鍬

竃
櫓
羅
耀
籍
齢
灘
＝
賦

　
　
　
憶
爆
撫
霧
ー
ー
き
轟
婁
．
　
　
．
曜
響
鰹

曜
、
嫡
墾
鑓
讐
虜
穿

　
　
　
　
露
、
竃
辮
響
』
、
・
、
　
～
媒
”
撫
驚

　
　
　
　
　
　
　
纈
歌
べ
拶
’
．
港
、
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
熔
雛
轟

封
芹
受
け
取
り
懸
醒
磁

水
の
鐙
勤
罷
持
脇
羅
紳
・

　
　
　
ヤ
　
　

父
の
急
編

讐
潔
灘
　

、
嚢
墾
酵

　
　
　
謹
憂

柳◎＿～＿　花
　レ弄　衆斤　　肇斤　P　　ナ昔

　　如｝則3、．し

瀬構
＿　 恭　　 丹
ヒ　 ヂ進　 勢
九　 ＿＿　 い
〉　 …柔　 佛
　　））　 前ト

本　田卜課藩
屋　　　日’難
敷　中町難

轟
聴
　
薬
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
蓬
譲
凄
懸
羅

癖
溌
ま
せ

灘
議
ぎ
さ

．
毛
宝
漂
惣
齢
謬

講轡鞭

舞
雛

金令　季寸　’‘if　ノ」、

木山楽柳

善キツ新
iニイヌレー

　
　
広
田
タ
働
ヂ

（
六
．
、
）
　
如
来
芋

（
六
、
．
一
）
宮
中

（
七
六
）
　
田
　
沢

（
八
○
）
　
重
地
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私たちの村
人　口 7，291（一＋ 24）

男 3，667（＋10）
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六
月
ー
九
日
（
日
）
、
津
南
町
に
お

い
て
郡
市
社
会
教
育
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
郡
市
の
社
会
教
育
人
会
も
へ
・
年
で
』

卜
、
．
．
回
目
、
す
っ
か
り
地
域
の
皆
様
の

間
に
も
定
着
し
、
八
・
年
も
津
南
町
を
中

心
に
約
二
．
百
五
卜
名
程
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。

　
八
ノ
年
の
大
会
は
「
生
き
が
い
と
公
民

館
の
，
役
割
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
大
い

に
生
き
が
い
論
を
話
し
合
お
う
と
い
う

こ
と
で
、
各
年
代
ご
と
の
部
会
で
活
発

な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
日
程
は
、
午
前
中
が
「
老
人
」

「
婦
人
」
　
「
壮
年
」
　
「
青
年
」
の
生
き

が
い
の
た
め
に
と
い
う
四
つ
の
分
科
会

に
参
加
者
の
希
望
に
よ
り
分
か
れ
て
、

生
き
が
い
と
は
何
か
？
公
民
館
の
果
す

役
割
は
何
か
と
い
う
テ
ー
マ
に
従
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
青
年
の
部
会
で
は
、
若
い
人
だ

け
で
な
く
老
人
、
婦
人
、
壮
年
の
人
み

ん
な
が
集
ま
っ
て
青
年
の
生
き
が
い
に

つ
い
て
真
剣
な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
、
群
馬
大
学
名
誉

教
授
の
永
杉
喜
輔
先
生
の
講
演
が
「
永

遠
を
生
き
る
」
と
題
し
て
約
、
時
間
四

レ
分
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

永
杉
先
生
は
、
講
演
の
中
で
、
青
少
年

の
非
行
化
は
現
代
の
親
た
ち
の
他
人
に

あ
ず
け
れ
ば
教
育
が
で
き
る
と
い
う
無

責
任
な
考
え
方
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
、

子
ど
も
は
親
を
見
て
ま
ね
を
し
て
育
っ

て
い
く
の
だ
か
ら
、
親
と
違
っ
た
人
間

を
作
り
出
そ
う
と
し
て
も
そ
れ
は
不
可

能
だ
と
い
う
こ
と
な
ど
、
ま
た
青
年
教

育
は
、
青
年
だ
け
を
集
め
て
話
し
合
っ

て
い
る
だ
け
で
は
だ
め
で
、
婦
人
、
成

人
、
老
人
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
話
し
合
っ

て
い
く
上
で
社
会
性
を
身
に
つ
け
て
い

く
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
話
が
あ
り
ま
し

た
．

旧
参
議
院
（
雛
潟
魍
羅
拙
）
議
員
選
挙

月
　
　
、

7
だ
㌧
じ
な
一
票
！
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
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新
年
度
予
算
増
額

　
　
　
一
般
会
計
　
二
億
六
百
五
万
八
千
円

　
　
特
別
会
計
　
千
九
百
十
三
万
六
千
円

　
六
月
二
十
日
に
招
集
さ
れ
た
第
二
回

中
里
村
議
会
定
例
会
は
次
の
と
お
り
、

昭
和
五
十
二
年
度
予
算
を
補
正
議
決
し

ま
し
た
。
一
般
会
計
で
は
才
入
才
出
そ

れ
ぞ
れ
、
二
億
六
百
五
万
八
千
円
の
増

額
、
特
別
会
計
で
は
才
入
才
出
そ
れ
ぞ

れ
、
一
千
九
百
十
三
万
六
千
円
の
増
額

で
あ
り
ま
す
。
一
般
会
計
の
才
出
の
主

な
項
目
は
、
▼
村
道
改
良
五
路
線
、

装
二
路
線
で
約
四
千
九
百
万
円
、

舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
農

業
構
造
改
善
多
目
的
研
修
施
設
約
三
千

七
百
万
円
、
▼
新
設
保
育
所
工
事
追
加

分
一
千
九
百
万
円
。

　
特
別
会
計
で
は
中
里
村
養
魚
セ
ン
タ

ー
の
才
出
で
、
養
殖
業
推
進
事
業
の
約

一
千
万
円
等
で
あ
り
ま
す
。

　
郡
市
の
社
会
教
育
職
員
で
作
っ
て
い

る
社
会
教
育
振
興
会
青
少
年
部
会
で
は
、

昭
和
五
十
年
度
の
成
人
者
を
対
象
に
し

て
行
な
っ
た
青
年
の
意
識
調
査
の
結
果

を
報
告
書
に
ま
と
め
た
の
で
、
そ
の
中

か
ら
少
し
紹
介
し
ま
す
。

一
、
職
業
に
つ
い
て

　
ま
ず
現
在
の
職
業
を
選
ん
だ
動
機
に

つ
い
て
は
、
「
他
に
適
当
な
の
が
な
か
っ

た
二
家
族
や
親
霧
養
萎
皿
．

　
れ
は
、
こ
の
地
域
が
織
物
関
連
産
業
が

　
中
心
な
た
め
に
、
自
分
の
希
望
す
る
職

　
を
選
ぶ
の
が
困
難
な
為
と
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
中
卒
よ
り
高
卒
の
方
が
「
自
分

　
に
向
い
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
人
が

　
多
い
事
も
考
え
る
と
、
進
学
率
の
低
さ

　
と
い
う
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て

　
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
職
業
の
満
足
度
で
は
、
約
半
数
が
満
足

へ
、
＼
、
へ
、
、
．
、
，
＼
、
＼
、
詠
＼
“
、
へ
、
＼
〈
依
▽
．
、
杁
＼
・
へ
、
馬

ー
ヨ
ぐ
あ
塵
嵩
☆
い
総
渉

粒
響
齢
暢
認
鑑
議
鱗
灘
謬
錫
浜
鱗
塗
霧
鰹
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今
回
、
所
得
税
の
特
別
減
税
が
行
わ

れ
、
昭
和
五
十
一
年
分
の
所
得
税
の
納

税
者
に
対
し
、
次
の
金
額
が
還
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
所
得
者
本
人

は
六
千
円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養

親
族
は
一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計

算
し
た
金
額
で
す
。
た
だ
し
昭
和
五
十

一
年
の
所
得
税
の
納
税
額
の
方
が
少
な

い
と
き
は
、
そ
の
税
額
ま
で
と
な
り
ま

す
。
　
〈
還
付
の
方
法
と
手
続
き
〉

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

　
本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
、
昨

年
と
同
じ
勤
務
先
に
引
き
続
い
て
勤
務

し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
六
月
か

七
月
に
勤
務
先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。

（
給
与
の
支
払
者
の
都
合
で
八
月
以
後

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
）
し
か
し

給
与
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
り
、
二
か

所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
た

め
確
定
申
告
を
し
た
人
で
、
勤
務
先
か

ら
還
付
し
き
れ
な
い
分
が
あ
る
と
き
は

次
に
説
明
す
る
“
事
業
所
得
者
な
ど
の

場
合
”
と
同
じ
方
法
で
還
付
さ
れ
ま
す
。

②
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合

　
事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て

税
金
が
も
ど
っ
て
く
る

納
税
し
た
人
は
、
六
月
下
旬
ご
ろ
に
税

務
署
か
ら
還
付
を
受
け
ら
れ
る
金
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
際
、
同
封
さ

れ
た
還
付
請
求
書
に
所
要
の
事
項
を
記

入
し
て
、
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
す
る
と
税
務
署
か
ら
還
付
金

の
支
払
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
か

ら
、
こ
の
支
払
通
知
書
に
よ
っ
て
、
郵

便
局
で
還
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
還
付
請
求
書
を
提
出
さ
れ
て

か
ら
還
付
金
を
受
け
取
る
ま
で
に
、
一

～
二
か
月
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

③
そ
の
他

　
給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収
で
納
め
、

今
年
に
な
っ
て
五
月
末
ま
で
に
退
職
し

た
人
や
、
昨
年
中
途
で
退
職
し
た
人
な

ど
の
た
め
、
給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収

さ
れ
た
ま
ま
で
年
末
調
整
を
受
け
て
い

な
い
人
な
ど
は
、
税
務
署
へ
還
付
請
求

を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭
和

五
十
一
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し

て
い
な
い
人
は
、
期
限
後
の
確
定
申
告

を
し
て
、
特
別
減
税
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
税

務
署
（
所
得
税
係
）
へ
お
た
づ
ね
く
だ

さ
い
。

し
て
い
る
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
を
職

種
で
見
る
と
農
業
が
満
足
度
が
高
い
の

に
比
べ
、
事
務
員
で
は
不
満
だ
と
答
え

て
い
る
人
が
多
い
。
不
満
の
理
由
と
し

て
は
、
地
域
の
織
物
関
係
の
不
景
気
も

影
響
し
て
、
「
仕
事
の
将
来
が
不
安
だ
」

と
答
え
た
人
が
多
く
、
続
い
て
「
自
分

の
能
力
が
生
か
さ
れ
な
い
」
な
ど
で
女

性
で
は
特
に
「
職
場
の
人
間
関
係
が
面

白
く
な
い
」
と
答
え
た
人
が
多
か
っ
た
。

ま
た
転
職
に
つ
い
て
は
、
「
思
う
こ
と
が

あ
る
が
た
ぶ
ん
し
な
い
だ
ろ
う
」
　
「
他

に
よ
い
職
が
あ
れ
ば
」
と
答
え
た
人
が

大
部
分
で
、
結
局
地
域
の
職
域
か
ら
考

え
る
と
転
職
ま
で
結
び
つ
か
な
い
と
い

う
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。

二
、
余
暇
の
過
し
方
に
つ
い
て

　
余
暇
は
ど
う
し
て
過
し
ま
す
か
。

と
い
う
質
問
に
対
し
、
　
「
家
で
ゴ
ロ
ゴ

ロ
」
　
「
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
」
と
答
え
て

い
る
人
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
女
性
は
「
習
い
も
の
」
　
「
身
の

ま
わ
り
の
整
理
」
。
男
性
で
は
「
マ
；
ジ

ャ
ン
」
　
「
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
」
な
ど
が

多
く
、
目
的
を
も
っ
た
自
分
の
勉
強
を

す
る
と
い
っ
た
時
間
が
少
な
い
。

青
年
期
に
は
多
く
の
人
と
の
邊
遁
が
人

間
形
成
の
上
で
は
重
要
な
も
の
に
な
る

が
、
少
人
数
の
仲
間
と
つ
き
あ
っ
て
も

団
体
に
加
入
し
て
い
る
人
は
半
分
に
も

満
た
な
い
．

ほ
し
い
施
設
で
は
公
園
・
グ
ラ
ン
ド
．

体
育
館
と
答
え
た
人
が
多
か
っ
た
。

三
、
結
婚
観
に
つ
い
て

　
最
後
に
結
婚
の
決
定
は
？
と
い
う
質

問
で
は
「
自
分
で
決
め
る
」
と
い
う
人

が
男
性
で
は
半
数
。
女
性
の
方
で
は
「

親
の
考
え
を
参
考
に
」
　
「
友
だ
ち
の
考

え
を
参
考
に
」
と
最
終
決
定
は
自
分
で

す
る
と
し
て
も
、
第
三
者
の
意
見
を
求

め
て
い
る
人
が
多
い
。

結
婚
相
手
の
条
件
と
い
う
質
問
で
は
、

健
康
と
性
格
の
二
つ
が
多
く
、
続
い
て

男
性
で
は
容
姿
、
女
性
で
は
収
入
・
職

業
と
い
う
の
が
多
か
っ
た
。
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若
人
の
夢
、
飽
く
な
き
挑
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
年
大
会
中
魚
沼
郡
予
選

　
第
二
十
五
回
新
潟
県
青
年

大
会
、
中
魚
沼
郡
予
選
大
会

が
、
六
月
十
二
日
、
中
魚
沼

郡
町
村
会
、
教
育
委
員
会
、

及
び
青
年
団
体
主
催
に
よ
り

“
平
素
勤
労
に
従
事
し
て
い

る
郡
内
の
青
年
が
一
堂
に
会
し
、
友
好

親
善
を
深
め
、
健
全
な
郷
七
社
会
の
建

設
に
寄
与
す
る
”
こ
と
を
目
的
と
し
て

郡
内
、
．
．
町
村
の
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。　
　
試
合
結
果

◎
野
球

①
中
里
村
②
川
西
町
　
③
津
南
町

◎
籠
球

　
①
中
里
村
②
川
西
町
③
津
南
町

◎
排
球
（
女
ヂ
）

　
①
津
南
町
②
川
西
町
③
中
里
村

◎
羽
球

　
①
津
南
町
②
中
里
村

◎
剣
道

　
①
川
西
町
②
津
南
町
③
中
里
村

　
選
手
の
都
合
で
、
卓
球
と
男
子
排
球

に
参
加
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
青
年
会
か
ら
羽
球

（
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
）
に
初
参
加
を
み
た

こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
期
待
が
増
え
た

　
参
加
五
種
目
の
各
監
督
の
話

「
ど
の
種
目
も
レ
ベ
ル
が
商
く
、
若
者

ら
し
い
好
プ
レ
ー
が
み
ら
れ
た
。
力
量

的
に
は
差
は
な
く
、
た
だ
キ
ャ
リ
ア
の

差
が
大
き
く
勝
敗
に
影
響
し
た
と
思
う

経
験
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
へ
．
後
が
大

変
楽
し
み
に
な
る
。
」

　
な
お
優
勝
し
た
野
球
、
籠
球
チ
ー
ム

は
、
ヒ
月
ト
ヒ
日
、
小
出
町
で
開
か
れ

る
中
越
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

なかさと1〔3〕

第
二
回
老
人
大
学

　
　
　
　
　
　
　
講
座
終
る

　
六
月
十
五
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
今
年
第
二
回
目
の
老
人
大
学
講
座

が
開
か
れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
盆
栽
、

手
芸
、
お
花
、
囲
碁
、
書
道
の
各
ク
ラ

ブ
が
講
師
を
囲
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
趣

味
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
上
村
病
院
長
上
村
正
子
先
生
の
講

演
「
家
庭
に
お
け
る
救
急
医
療
」
に
、

会
場
の
大
集
会
室
を
ぎ
っ
し
り
埋
め
た

受
講
生
は
、
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
熱
心

に
耳
を
か
た
む
け
て
い
ま
し
た
。

　
閉
講
後
は
、
の
ん
び
り
人
浴
さ
れ
る

方
、
マ
イ
カ
ー
を
運
転
し
て
自
宅
に
急

ぐ
方
、
次
回
を
約
束
し
な
が
ら
分
か
れ

ま
し
た
。
　
（
次
の
講
座
は
ヒ
月
卜
四
日

の
予
定
）

菰

「
消
火
器
」
の

悪
質
販
売
に
注
意

　
数
年
前
か
ら
村
内
に
“
消
火
器
”
の

訪
問
販
売
業
者
が
現
わ
れ
、
　
“
消
火
器

”
の
設
置
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
こ
ま
せ
る
手
日
で
、

市
価
の
二
倍
位
の
価
額
で
販
売
し
て
お

り
被
害
者
が
出
て
い
ま
す
が
、
　
“
消
火

器
”
の
設
置
を
法
律
で
義
務
づ
け
る
場

合
は
、
消
防
職
員
が
指
示
い
た
し
ま
す

　
疑
問
の
場
合
は
、
消
防
本
部
予
防
課

へ
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

電
話
（
○
、
一
丘
ヒ
五
）
ヒ
ー
一
五
五
丘

電
気
施
設
、
測
量
訓
練
生
募
集

　
県
立
魚
沼
専
修
職
業
訓
練
校
（
北
魚

沼
郡
堀
之
内
町
）
で
は
、
訓
練
生
を
次

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
科
名
・
定
員
　
電
気
施
設
科
二
卜
人

　
　
　
　
　
　
　
測
量
科
二
卜
人

○
応
募
資
格
　
　
お
お
む
ね
二
十
互
才

　
　
　
　
　
　
　
未
満
の
高
卒
者

○
願
書
締
切
り
　
ト
月
二
卜
日

く
わ
し
く
は
同
校
へ

（
電
話
○
、
一
五
九
ヒ
四
L
一
四
一
〇
）

こ
の
村
の
土
と

　
　
緑
に
青
春
を
！

　
　
農
業
後
継
者
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
「
つ
ま
り
会
」

　
こ
の
会
は
、
農
業
に
従
事
す
る
青
年

達
に
、
農
業
改
良
普
及
所
等
が
“
明
日

の
農
業
の
若
き
担
い
手
達
よ
、
友
情
と

連
帯
の
輪
を
築
き
ヒ
げ
よ
う
！
”
と
呼

び
か
け
た
結
果
誕
生
し
、
へ
．
年
で
、
一
年

目
を
迎
え
ま
す
。

　
現
在
会
員
数
は
一
、
十
四
名
を
数
え
、

年
令
も
レ
八
才
～
二
十
四
才
と
若
く
、

稲
作
、
ソ
菜
、
畜
産
、
花
卉
、
タ
バ
コ

き
の
こ
等
か
ら
、
各
人
が
選
ん
だ
部
門

を
通
じ
て
自
家
の
経
営
を
大
き
く
伸
ば

そ
う
と
、
農
業
に
懸
命
に
取
り
く
ん
で

き
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
他
市
町
村
の
後
継
者
グ
ル

ー
プ
と
共
同
で
、
十
日
町
勤
労
女
子
青

年
と
交
流
キ
ャ
ン
プ
を
マ
ン
ト
パ
ー
ク

津
南
で
実
施
し
た
り
、
中
里
村
農
業
祭

に
意
見
発
表
や
農
産
物
即
売
会
を
実
施

す
る
な
ど
、
意
欲
的
に
活
動
し
ま
し
た

　
今
年
も
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜
日
を

定
例
会
と
し
て
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
そ

の
顔
ぶ
れ
を
揃
え
、
鈴
木
正
会
長
を
中

心
に
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
活
動
を

展
開
し
て
き
て
い
ま
す
。
　
（
産
業
課
）

　
　
学
卒
求
人
を
早
め
に

　
ト
日
町
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
来

年
三
月
新
規
学
校
卒
業
者
に
対
す
る
求

人
受
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
求
人
の
P
・
R
を
積
極
的
に
行

う
必
要
か
ら
「
県
内
求
入
一
覧
表
」
を

作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
間
に

合
う
よ
う
早
期
に
申
し
込
み
し
て
く
だ

さ
い
。
中
学
、
高
校
卒
業
者
の
求
人
は

す
で
に
六
月
一
日
か
ら
受
理
し
て
お
り

ま
す
。
一
覧
表
へ
の
〆
切
は
高
卒
七
月

二
十
日
、
中
卒
七
月
末
日
で
あ
り
、
大

卒
等
の
求
人
受
理
は
八
月
十
六
日
か
ら

と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
健
課
よ
り

七
月
　
十
五
日
　
妊
婦
検
診

　
　
　
十
九
日
　
子
宮
ガ
ン
検
診

　
　
二
十
六
日
　
第
二
回
中
里
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
衛
生
大
会

働
き
ざ
か
り
の

　
　
　
脳
卒
中
を
減
ら
そ
う

　
一
年
一
回
検
診
を
！


